
福山大学 経済学部

高校生向け経済学・経営学講座（夏期）

〜社会を読み解く「経済・経営」の視点〜

講座の概要

日本経済の将来、AI時代の働き方、トランプ関税の影響、そして「会社のおカネ」の数え方……。本講座では、福

山大学経済学部の精鋭講師陣が、複雑な現代社会を解き明かすための「武器」を伝授します。高校の授業から

一歩踏み出し、大学ならではの深い学びを体験してください。

夏期講座のスケジュール

受講料 無料
高校生全学年対象 

（保護者の皆様、先生方の同席・ご見学も歓迎）

修了証書を授与
各期の全6回の講座を受講した高校生には、本講座の

修了証書を授与します

会場・アクセス

学校法人福山大学社会連携推進センター 

JR福山駅「北口」より徒歩1分 ※専用駐車場はございません。 

お問い合わせ：経済学部 経済学科 田中 征史 (Tanaka Masashi) 

       ： m_tanaka@fukuyama-u.ac.jp

詳細・お申し込みはこちら

スマートフォンで読み込んでください（下記リンクからも可） 
 

https://forms.gle/VpEpGMwBsifh4uqx8

こんな方におススメ！（あなたは、いくつ当てはまりますか？）

• 高校の教科書から一歩踏み出し、「大学レベルの深い学び」を体験したい方

• 将来、ビジネスや公務員の現場で役立つ「生きた教養」を先取りしたい方

• 他大学を含む経済・経営分野の受験を視野に、一歩リードした「活動実績」を作りたい方

• 志望理由書や面接で語れる「独自の専門的知見」を身につけたい方

講座のスケジュール実施日期

15:00 ～ 15:40 講義①（40分）
15:40 ～ 15:50 休憩（10分）
15:50 ～ 16:30 講義②（40分）
16:30 ～ 17:00 フリートーク（希望者のみ）

7/25(土)

夏期（第1期） 8/1(土)

8/8(土)

※ 秋期は10月～11月（全6回）、冬期は1月〜2月（全6回）の開催を予定しています。



金融投資ってやった方が良いの？

 ―金融投資に関するあれこれ―

新NISAの開始で注目される金融投資。本講座では、現役投資家でもあ
る講師が、現金や株式の本質、利回りの仕組みを解説します。「大学進学
も一種の投資か？」という問いや、IT技術の活用法まで、専門知を交え
て分かりやすく投資の核心に迫ります。

「大学はとてつもなくおもしろいです。地元に大学がない高校生もたく
さんいます。この機会に色んなことに挑戦してみてください。」

金融投資の「おもしろさ」を解剖する

7/25(土) 15:00～15:40

【タイトル】

【講義概要】

【講師からのメッセージ】

SEMINAR DAY 1-A 暮らしとお金：金融と会計の基礎 

助田 暁 経済学科 講師 / Ph.D.

• 東京大学大学院、Columbia大学SIPA修了

• Ph.D. in Economics (UC Santa Cruz)

• 元 The London School of Economics勤務

• 専門：マクロ経済学、金融論、金融投資

• 趣味：美味しいお店探し、リングフィットアドベンチャー

今いくらおカネを持っていますか？ 

 ―会社でのおカネの数え方― 

お小遣い帳とは違う「会社のおカネ」の数え方を学びます。20年以上の
実務経験を持つ講師が、会社を動かすおカネの仕組みを可視化。一見難
解な会計の世界を、身近な例えを用いて解き明かし、将来働く上で不可
欠な「ビジネスの共通言語」としての理解を深めます。 

「楽しい人生を送るためには、おカネへの正しい理解が必要です。一緒
に学びましょう！！」

ビジネスを数値化する「会計」の力

7/25(土) 15:50～16:30

【タイトル】

【講義概要】

【講師からのメッセージ】

SEMINAR DAY 1-B 暮らしとお金：金融と会計の基礎 

勝田 篤 税務会計学科 講師 / 博士

• 楽器販売、病院・介護施設での20年以上の実務経験

• 社会保険労務士（試験合格者）

• 関西学院大学大学院にて博士号取得

• 専門：管理会計、ヘルスケア・マネジメント

• 趣味：ランニング、銭湯、ドラクエ、司馬遼太郎



日本経済の将来を考える 

 ―GDPを中心に― 

GDPの総額で他国に抜かれ、生活水準でも相対的な地位が低下してい
る日本の現状。長年、内閣府等で政府統計の推計に携わった「統計のプ
ロ」が、GDPという指標を通じて、数字の裏側にある日本経済の課題と
将来性を冷静に分析し、進路を考えるヒントを提供します。

「グローバルな経済社会に関心を持つ若い皆さんにお会いできるのを
楽しみにしています。」

統計から読み解く「日本経済」の真実

8/1(土) 15:00～15:40

【タイトル】

【講義概要】

【講師からのメッセージ】

SEMINAR DAY 2-A 日本と世界：経済の動向を読む 

高山 和夫 国際経済学科 教授 / 博士

• 元国家公務員（経済企画庁、内閣府、総務省）

• 一橋大学卒、埼玉大学大学院にて博士号取得

• 専門：国民経済計算(GDP統計)、産業連関分析

• 著書：産業連関表から供給・使用表への歴史的転換

• 趣味：クラシック音楽、オペラ、バレエ

トランプ関税の「マジック」と「代償」

世界経済を激震させる米国の関税政策。なぜトランプ大統領（および米
国政府）は関税を武器に選ぶのか。経済学の理論（国際貿易論）を用い
て、関税の仕組みと、それが自国および世界経済にもたらすメリット・デ
メリット（マジックと代償）を鋭く考察します。

「人生は冒険です。学生の間にぜひ海外に出かけてみましょう。」

波乱の国際情勢を「関税」で読み解く

8/1(土) 15:50～16:30

【タイトル】

【講義概要】

【講師からのメッセージ】

SEMINAR DAY 2-B 日本と世界：経済の動向を読む 

佐野 穂先 国際経済学科 講師 / 博士

• 大阪大学大学院 博士課程修了

• 専門：国際経済学（多財均衡モデル分析）

• 研究テーマ：国際貿易と労働組合の意思決定

• 趣味：海外旅行、猫、ゲーム

• 目標：世界中の料理を食べつくすこと



• 元産業カウンセラー・国家資格キャリアコンサルタント

• 人材コンサルタント

• 広島大学大学院 博士（マネジメント）

• 専門：組織行動論（ダイバーシティ）

• 趣味：芸術鑑賞、旅行、マンガ

「“働きやすい”はつくられる？」 

― 経営学で考える、人がやる気になる仕組み ― 

「働きやすい職場」とはどんな場所でしょうか。人が意欲的になる理由
は、お金だけではありません。本講義では身近な例をもとに、「やる気の
仕組み」や「チームの作り方」を経営学の視点で考えます。後半はワーク
を通じ、理想の職場を自分たちで設計。経営学を通じて「働く」ことの意
味を一緒に考えてみませんか。 

「経営学は、社長にならなくても、将来、働く上でとても役に立つ学問
です。この講座で、経営学に興味を持ってもらえると嬉しいです。」

「やる気」を科学する経営学

8/8(土) 15:00～15:40

【タイトル】

【講義概要】

【講師からのメッセージ】

SEMINAR DAY 3-A 経営と仕事：未来のスキル 

堀田 彩 税務会計学科 講師 / 博士

• 大阪大学社会経済研究所（特任研究員）を経て現職

• 大阪大学大学院 博士課程修了

• 専門：機械化と経済成長、労働経済、人的資本論

• 研究テーマ：技術的不確実性と経済成長の相関分析

• 趣味：水泳、お酒（ラーメン好き）

「それでも、人間の仕事は無くならない！」 

「AIで仕事がなくなる」という言説を経済データで検証します。ATM導
入後の銀行員の数など、歴史的事実から機械化と雇用のパラドックスを
解明。激動の時代にこそ身につけるべき、機械には代替不可能なスキル
（人的資本）とは何かを共に考えます。 

「ビジネスパーソンが学びたい教養分野1位は経済学です。皆さんの日
常を経済学的視点から見つめてみましょう。」

AI時代に求められる「真のスキル」

8/8(土) 15:50～16:30

【タイトル】

【講義概要】

【講師からのメッセージ】

SEMINAR DAY 3-B 経営と仕事：未来のスキル 

田中 征史 経済学科 准教授 / 博士
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